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【休  所  日】月曜日、国民の祝日（こどもの日、文化の日は開所）、年末年始    ※月曜が祝日の際は翌火曜も休所

発掘調査速報 2017

次回の催し

  会 場：当センター研修室 　
  定 員：各 140 名　　予約不要　参加無料予約不要　参加無料

  2017 年 8月 5日㊏ 13：30 ～　
●  西普天間住宅地区〔宜野湾市〕
●  真珠道跡〔那覇市〕　
●  大嶺村跡〔那覇市〕
●  円覚寺跡〔那覇市〕　
●  中城御殿跡（旧県立博物館）〔那覇市〕

  2017 年 8月 12日㊏ 13：30 ～
●  白保竿根田原洞穴遺跡〔石垣市〕
●  藪地洞穴遺跡〔うるま市〕　
●  ツヅピスキアブ〔宮古島市〕

2017 年10月 24日㊋ ～11月 26日 ㊐

  2018 年 2月 20日㊋ ～ 5月13日㊐

沖縄の先史時代展（仮）

首里城京の内跡出土品展   

関連文化講座のご案内
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ごあいさつ

　沖縄県内には、貝塚、集落跡、グスク、近世墓など約 4,500 カ所の遺

跡が確認されています。沖縄県立埋蔵文化財センターでは、先人たちが

残したこれらの埋蔵文化財の発掘調査を行い、考古学的見地から検証し

た成果を沖縄県の歴史・文化の解明や研究に役立てています。

　通常、発掘調査が始まってから、土器や石器などの出土遺物を整理し、

報告書を刊行するまでには数年の歳月を必要とします。そこで当センター

では最新の成果をいち早く、県民をはじめとする多くの方々に見ていた

だきたいとの思いから、前年度の発掘調査の内容を「発掘調査速報展」

として毎年公開しています。

　今回は、新たな試みとしてうるま市教育委員会と宮古島市教育委員会

がそれぞれ発掘調査をおこなった「藪
やぶ

地
ち

洞
どう

穴
けつ

遺跡」、「ツヅピスキアブ（丘

陵頂上部近くを貫通する洞穴）」を含め、県内 8 地区の発掘調査につい

て、出土遺物や写真パネル（ただし、石垣市「白
しら

保
ほ

竿
さお

根
ね

田
た

原
ばる

洞穴遺跡」は、

写真パネルのみ）などを通して紹介します。

　また、昨年度は首里城跡正殿地区から出土した金属製品の保存処理も

実施しています。そこで、保存処理に加え、錆
さび

等の除去や欠損部を修復

した金属製品も展示することにしました。

　当センター等が行った発掘調査及び保存処理を通して、多くの方々が

遺跡や遺物などに接し、先人たちの暮らしに想いを馳
は

せるとともに、沖

縄の歴史と文化に対して親しみを持ち、その価値や重要性について理解

を深める一助となれば幸いです。

　平成 29 年 8 月 1 日

沖縄県立埋蔵文化財センター

所　長　　金　城　亀　信
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守礼門守礼門守礼門守礼門守礼門守礼門守礼門守礼門守礼門守礼門守礼門

円覚寺跡〔那覇市〕

県営首里城公園内
中城御殿跡（旧県立博物館）〔那覇市〕

藪地洞穴遺跡〔うるま市〕〔うるま市〕

近世～近代近世～近代

グスク時代～近代

グスク時代～近代

グスク時代～近代

グスク時代～近代グスク時代～近代

縄文時代～弥生から平安並行期縄文時代～弥生から平安並行期

県営首里城公園内 真珠道跡〔那覇市〕

旧キャンプ瑞慶覧 
西普天間住宅地区〔宜野湾市宜野湾市〕

大嶺村跡〔那覇市〕

沖 縄 本 島

首里鳥堀町首里鳥堀町首里鳥堀町首里鳥堀町首里鳥堀町首里鳥堀町首里鳥堀町
二丁目二丁目二丁目二丁目二丁目二丁目二丁目二丁目

那覇IC那覇IC那覇IC那覇IC那覇IC那覇IC那覇IC

首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目首里赤田町二丁目

首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目首里当蔵町二丁目

首里汀良町首里汀良町首里汀良町首里汀良町首里汀良町首里汀良町首里汀良町
二丁目二丁目二丁目二丁目二丁目二丁目二丁目二丁目

首里高校首里高校首里高校首里高校首里高校首里高校首里高校

首里城跡首里城跡首里城跡首里城跡首里城跡首里城跡首里城跡

繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目繁多川四丁目

首里崎山町首里崎山町首里崎山町首里崎山町首里崎山町首里崎山町首里崎山町首里崎山町首里崎山町
一丁目一丁目一丁目一丁目一丁目一丁目

首里金城町首里金城町首里金城町首里金城町首里金城町首里金城町
四丁目四丁目四丁目四丁目四丁目四丁目四丁目四丁目

平成 28 年度 発掘調査  実施箇
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ツヅピスキアブ〔宮古島市〕

白保竿根田原洞穴遺跡〔石垣市〕

旧石器時代（後期更新世）～中森期（グスク時代）

旧石器時代（後期更新世）～近世

八重山諸島八重山諸島

宮 古 諸 島

 実施箇所一覧
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グスク時代 ～ 近  代

旧キャンプ瑞慶覧 西
に し

普
ふ

天
て ん

間
ま

住宅地区　

　はじめに

　平成 27（2015）年 3 月 31 日に返還された旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区の跡地利用に伴い、

文化財の適切な保護・活用のため埋蔵文化財の有無や遺跡の範囲を把握する目的で、平成 27（2015）

年度から宜野湾市の依頼を受けて同地区の調査に参加しています。

　平成 28 年度は、宜野湾市教育委員会の分布調査で確認されている喜
き ゆ な し ち ゃ ば る

友名下原第一遺跡、喜友名

下原第二遺跡、喜
き

友
ゆ

名
な

山
やま

川
がー

原
ばる

第三遺跡、喜友名山川原第七遺跡、喜
き

友
ゆ

名
な

西
いり

原
ばる

遺跡、喜
き

友
ゆ

名
な

古
こ

水
すい

田
でん

跡

などの範囲や内容を把握するため、試掘調査及び確認調査を行いました。

　調査の方法

　試掘調査は、西普天間住宅地区を東西南北に 30 × 30 ｍで区切ったグリッドを基準に、希少な植物

が群
ぐん

生
せい

する場所を避けて設定した 4 × 4 ｍもしくは、2 × 3 ｍの試
し

掘
くつ

坑
こう

40 カ所について実施しました。

試掘調査後は、遺跡の広がりを把握するため、遺構や遺物が確認された試掘抗を広げてトレンチを設

定し、確認調査を実施しました。その結果、以下の成果を得ることができました。

　調査の成果
　調査の結果、喜友名下原第一遺跡、喜友名下原第二遺跡、喜友名山川原第三遺跡、喜友名山川原

第七遺跡の範囲に含まれる試掘坑及びトレンチで、近世～近代からグスク時代にかけての遺物や遺

構が見つかりました。

　近世～近代の成果としては、沖縄産の陶器や国内外の陶磁器類のほか、近代の耕作に関係すると

考えられる溝跡や堆
たい

積
せき

層
そう

を確認することができました。

　グスク時代の成果としては、建物の柱
はしらあと

跡や土器、徳
と く の し ま さ ん

之島産カムィヤキ、中国産の白
はく

磁
じ

や青
せい

磁
じ

、長

崎県産の滑
かっ

石
せき

製
せい

石
いし

鍋
なべ

の破片、鉄
てっ

滓
さい

などを確認しました。特に、喜友名下原第二遺跡では、試掘調査

で建物の柱跡が確認されたことから、試掘坑を広げて確認調査を実施しました。その結果、柱跡の

広がりが認められただけでなく、炉
ろ

跡
あと

や県内でも類例が少ない円
えんこじょう

弧状の遺構、柱跡内に土器がまと

まって廃
はい

棄
き

された状況が確認され、大きな成果を得ることができました。

調査主体：沖縄県立埋蔵文化財センター

Data   事 業 名　基地内文化財分布調査　　所 在 地  　  宜野湾市西普天間住宅地区（旧キャンプ瑞慶覧）

調査面積    〔試掘調査〕試掘抗 40 カ所（281㎡）　〔確認調査〕トレンチ４カ所（483㎡）

調査期間    〔試掘調査〕平成 28（2016）年７月１日～９月４日〔確認調査〕同年９月５日～ 12 月８日
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図１　西普天間住宅地区と調査実施箇所の位置

図２　平成 28 年度　試掘調査及び確認調査実施箇所
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写真１　喜
き ゆ な し ち ゃ ば る

友名下原第二遺跡　建物の柱跡（トレンチ１）

写真２　喜
き ゆ な し ち ゃ ば る

友名下原第二遺跡　円
えん

孤
こ

状の遺構（トレンチ２）
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写真３　喜
き ゆ な し ち ゃ ば る

友名下原第二遺跡　柱穴内への土器廃棄状況（トレンチ１）

写真４　喜
き ゆ な し ち ゃ ば る

友名下原第一遺跡　建物の柱跡
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  大嶺村の歴史

　大嶺村は、『琉
りゅうきゅうこくゆらいき

球国由来記』（1713 年）や、冊封副使の徐
じょ

葆
ほ

光
こう

が残した『中
ちゅうざんでんしんろく

山傳信録』（1721 年）

に記録されています。明治になると小
お

禄
ろく

間
ま

切
ぎり

大嶺村から小禄村字大嶺となり、昭和には旧日本軍小

禄飛行場が建設されました。戦後は米国民政府管理の那覇飛行場、本土復帰後は那覇空港として利

用され、現在に至っています。

  発掘調査の経緯

　この調査は、那覇空港 拡
かくちょう

張 工事に伴う那覇空港事務

所管
かんせいとうちょうしゃ

制 塔 庁 舎新築工事等に先立ち、建設予定箇所に存

在する埋蔵文化財の発掘調査を行ったものです。那覇市

文化財課が事前に行った試
し

掘
くつ

調査によって、この場所に

は戦前まで所在していた大嶺村の遺構が残されているこ

とが分かっています。

管制塔Ⅰ地区

管制塔Ⅱ地区

エプロン地区

琉球国惣
そう

絵
え

図
ず

（間
ま

切
ぎり

図
ず

）の大嶺村（1750 年頃）
（沖縄県立博物館・美術館所蔵）

大嶺集落と小禄飛行場（1945 年１月３日）
（国土地理院所蔵）

発掘調査実施箇所と地区名
Google

大
お お

嶺
み ね

村
む ら

跡
あ と

近 世 ～ 近 代
調査主体：沖縄県立埋蔵文化財センター

Data     目　的　 那覇空港管制塔庁舎新築 及び ケーブルダクト設置に伴う記録保存調査　調査面積　約 3000㎡

  所 在 地     那覇市小禄大字大嶺（那覇空港内）         調査期間   平成 28（2016）年 3 月 1 日～ 7 月 20 日
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土層堆積状況　　　　　　  土層模式図

  管
かん

制
せい

塔
とう

Ⅰ地区の調査成果

　管制塔Ⅰ地区では、最下層の海浜堆積物層から大嶺村のものとみられる遺構が検出されました。

遺構には、方形に区画された溝や、集落の外れにウマやブタの幼
ようじゅう

獣を埋葬した土
ど

坑
こう

などが確認され

ました。中でもウマは、体高から在
ざい

来
らい

馬
ば

ではない種類とみられる点で注目されます。

ウマが埋葬された土坑 ブタ幼獣が埋葬された土坑

　管
かん

制
せい

塔
とう

Ⅰ地区では、大嶺村の遺構が作られた

海
かいひんたいせきぶつ

浜堆積物層（Ⅴ層）の上に、炭や多量の遺物

が含まれた戦後直後とみられる黒色の砂層（Ⅲ

層）が堆積しています。その上には米軍那覇飛

行場から本土復帰後の那覇空港時代の造成土

（Ⅱ層）や空港内の道が確認されました。

溝　跡
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　エプロン地区では、島
しまじりでいがん

尻泥岩層（Ⅶ層）が基盤で、その上に灰色の海浜堆積層（Ⅵ層）、海浜堆

積層及び白砂層（Ⅴ層）が堆積します。その上に遺構のある粗
あらすな

砂層（Ⅳ層）が確認されました。

　その上は管制塔Ⅰ・Ⅱ地区と同じように、戦後直後とみられる層（Ⅲ－ 3 層）、戦後から那覇空

港時代の造成土層（Ⅱ層）や建造物がみられます。

　管制塔Ⅱ地区では、約 2.7m 下

まで戦後から現代にかけての造成

土が厚く堆積していました。その

下には自然に堆積した海浜堆積物

層や、琉球石灰岩が確認されまし

た。この地区から遺構は確認され

ませんでしたが、造成土からは近

世・近代の遺物が現代のものに混

ざって出土しています。

  管制塔Ⅱ地区の調査成果

  エプロン地区の調査成果

土層堆積状況　　　　　　  

土層堆積状況　　　　　　  

土層模式図
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　エプロン地区では、大嶺村の

時期とみられる多数の柱穴跡や

礎石の抜け穴などが確認されま

した。特に狭い範囲に３基も検

出された井戸や遺物廃棄土坑、

集石遺構などが注目されます。

　エプロン地区では、約 500㎡内に３基の井戸

が発見されました。そのうち、右下写真の井戸は、

Ⅳ -1 層で埋められ、かつ構造も異なっています

ので、上の２基より古い可能性があります。

　様々なゴミを捨てた穴（遺物廃棄土坑）も見

つかりました。この中には沖縄や日本で作られ

た様々な種類の陶磁器や、ブタの骨や貝殻など

の食糧残
ざん

滓
し

が含まれています。

井 戸
井 戸     

遺物廃棄土坑
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先史時代の土器

中国産青
せい

磁
じ

（グスク時代） 遺物廃棄土坑から出土した主な遺物

「
陸
軍
第
四
十
五
聯れ

ん
隊た
い
酒し
ゅ
保ほ

」
銘  

歯
ブ
ラ
シ
柄 貝殻圧

あっ
痕
こん

が残る壺

稲モミが混入した
瓦質土器製の焜

こん
炉

ろ

  出土した遺物
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調査主体：沖縄県立埋蔵文化財センター

県営首里城公園内 真
ま

珠
だ ま

道
み ち

跡
あ と

　

　はじめに

　沖縄県立埋蔵文化財センターでは、平成 28(2016) 年に ｢ 真
ま

珠
だま

道
みち

跡
あと

｣ の発掘調査を実施しました。

今回の調査では、戦前まであった真珠道の跡とこれに隣接する国王頌
しょうとくひ

徳碑の範囲・状況を確認する

ことを目的としています。この調査成果は今後の首里城公園の整備のための基礎資料となります。

　真珠道について

　真珠道は尚真王代 (1477 ～ 1527) に首里王府によって整備された道です。真珠道は石
いし

敷
じ

きで、当

初は首里から真
ま

玉
だん

橋
ばし

( 現在の豊
と み ぐ す く し

見城市 ) までの約４km が整備されましたが、その後 1553 年には那

覇港 ( 現在の住
すみよしちょう

吉町 ) まで延長され、約８km の石
いしだたみ

畳が続いていました。

　真珠道が整備された理由は、当時東アジア各地で猛
もう

威
い

を振るっていた倭
わ

寇
こう

への対策だったとされ

ています。尚
しょうしん

真王は那覇港に倭寇が来
らいしゅう

襲した際には兵を派遣し、南
は

風
え

原
ばる

、豊見城の真玉橋を通り那

覇港の南側 ( 垣
かきのはな

花 ) へ向かわせたと真
ま だ ま み な と ひ も ん

珠湊碑文に記されています。

　国王頌徳碑について

　国王頌徳碑（建立 1522 年）は尚真王の功
こう

績
せき

が記
しる

された石碑で、真珠道の東側にあったことから

石
いしじょうのあがりのひもん

門之東之碑文とも呼ばれていました。碑文には尚真王の功績として、それまで 100 年以上続いて

いた国王が亡くなった際の殉
じゅんし

死を禁じるなど仁
じん

政
せい

を施
ほどこ

したことが記されています。

Data
    目　的　 遺構の範囲確認調査

  所 在 地  　

那覇市真和志町１丁目７番１地先

 調査面積　約 71㎡

 調査期間   平成 28（2016）年８月

1 日～ 10 月 31 日

グスク時代～近代

国王頌徳碑（左）と真珠湊碑（右）
（現在は、復元された碑が首

す い む い か ん
里杜館の前に設置されている）
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調査区遠景 ( 写真下が南 )

　調査の成果

　調査の結果、当初調査区の東側で確認できると想定していた国王頌徳碑と石碑を囲う石積みは、

戦後の造
ぞう

成
せい

時に壊されており、これらに伴う遺構は確認できませんでした（橙色部分）。

　この他、今回新たに溝
こうじょう

状遺構を検出しました。溝状遺構も戦後の造成による影響を受けており、

石積みの一部が外され水道管が通されていますが、地山に切り石を２段積み上げる様子や堆積の状

況から当時は蓋
ふた

石
いし

があった可能性があることが判りました（○が外された箇所）。遺構の傾
けい

斜
しゃ

の様子

から、溝状遺構は南からカーブして東へ流れる暗
あん

渠
きょ

であったと思われます。

　また真珠道跡に関する遺構として石
せき

列
れつ

遺構を検出しました。検出したのは真珠道の東側にあった

とされる石
せきしょう

牆の根
ね

石
いし

部分と考えられますが、その上の石積みは戦後の造成による影響を受けており

確認できませんでした。

　まとめ

　今回の調査では戦後の造成により当初想定していた国王頌徳碑に伴う遺構を確認することができ

ませんでしたが、南から東に向けて延びる溝状遺構、真珠道跡に伴う石牆の一部を確認することが

できました。これらの遺構の詳細については、今後遺物や堆積状況を整理し検討を行い、真珠道跡

及び国王頌徳碑の復元の基礎資料としていく予定です。
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石
  列

溝
状

遺
構

真
珠

道
に

伴
う

遺
構

過
去
の
調
査
で
は
真
珠
道
の
起
点
部
分
や
、道
の
西
側
に
設
置

さ
れ
て
い
た
側
溝
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
珠

湊
碑

に
伴

う
遺

構
過
去
の
調
査
で
は
真
珠
湊
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
た
基
壇
部

分
や
こ
れ
を
囲
う
石
積
み
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
列

遺
構

基
盤
層
で
あ
る
ク
チ
ャ
を
掘
り
込
み
、石
灰
岩
の
礫
が
埋
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
石
列
は
真
珠
道
の
西
側
に
設
置
さ
れ

て
い
た
石
積
み
の
根
石
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

溝
状

遺
構

切
石
が
２
段
に
積
ま
れ
て
お
り
、南
か
ら
東
へ
地
形
に
沿
っ
て
傾
斜
し
て
い
ま
す
。

こ
の
溝
状
遺
構
は
堆
積
の
状
況
か
ら
当
時
は
蓋
が
設
置
さ
れ
た
暗
渠
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 国
指
定
史
跡
円
覚
寺
跡
へ
→
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　円覚寺の概要

　円覚寺は、1492 年から約 3 年の歳月を経て建造された臨
りんざいしゅう

済宗の寺院です。尚
しょうしんおう

真王（第二尚氏王

統第三代）が父親である尚円王の御
み

霊
たま

を祀
まつ

るために建
こんりゅう

立したと伝えられ、第二尚氏の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

でもあ

りました。現在は国の史跡に指定されています。

　かつて円覚寺の境
けい

内
だい

に数多く存在した建造物は、沖縄戦により首里城とともに破壊されてしまい

ましたが、平成 9（1997）年度から平成 13（2001）年度にかけて、往
おう

時
じ

の姿を復元することを目

的に遺構確認調査が行われ、建物の基礎遺構や円覚寺の外周を囲う石
せきしょう

牆の一部が残っていることが

分かりました。その調査成果などを基に、翌年の平成 14（2002）年度からは、石牆の復元整備を

実施しています。

　調査の成果

　平成 28 年度は、かつて存在した三
さん

門
もん

の復元整備に向けた遺構確認を目的として、発掘調査を行

いました。

　トレンチ１では、三門の基
き

壇
だん

の縁
ふち

石
いし

と考えられる石
せき

列
れつ

が見つかりました。この石列は過去の調査

で見つかった基壇とつながることより、三門の基壇の規模を知る大きな手がかりとなります。また、

石列の片側には段が確認されます。この段は塼
せん

を敷くための加工と考えられます。

　トレンチ２では、土留め遺構の検出を想定していましたが、ガラス片などの現代遺物が混じる撹
かく

乱
らん

の土層が続き、遺構は確認できませんでした。

　トレンチ３では、多くの瓦
かわらへん

片がまとまって見つかりました。三門は瓦
かわらぶ

葺きの建物であったことよ

り、これらの瓦片は、葺き替えの際に廃棄されたものとも考えられます。

三門地区（南東から撮影）

調査主体：沖縄県立埋蔵文化財センター

グスク時代～近代

Data
  事 業 名    円覚寺跡 遺構確認調査

  所 在 地    那覇市首里当蔵町 2 － 1

 調査面積    約 30 ㎡

調査期間   平成 28（2016）年 7 月

1 日～ 9 月 26 日

 円
え ん

覚
か く

寺
じ

跡　
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遺構全体図　

三門地区　遺構検出状況（写真下が東）

仏  殿
総 門 三 門

0 10m

平成 28年度　調査箇所

三門跡

遺構全体図

トレンチ１

 う    え き も ん

ほ う  じょう ば し
さ ん  も ん

 ご    しょう  どう

  し      し    くつ

りゅう え ん で ん

  く       り
しょう  ろ う

 さ    え き  も ん

トレンチ 3

トレンチ 2

ぶ つ　で ん
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トレンチ１　石列（北東から撮影）

トレンチ３　検出された瓦片（東から撮影）
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調査主体：沖縄県立埋蔵文化財センター

グスク時代～近代

　はじめに

　中城御殿跡の発掘調査は、県営首里城公園整備を目的として、平成 19（2007）年度より遺構確

認調査が開始され、これまでに石造の側
そっ

溝
こう

や石
いしだたみ

畳、石積み、階段、庭園の池などの遺構が良好な状

態で遺されていることがわかっています。

　平成 28（2016）年度は昨年度に引き続き、敷地内北西部の上
い い ぬ う ど ぅ ん

之御殿と呼ばれる地区を対象に調

査を実施しました。

      中城御殿の概要
　中城御殿は、次期国王となる世

せい
子

し
の邸宅として、現在の首

しゅ
里

り
高等学校敷地内に創建されましたが、

明治３（1870）年に、大
おおなかちょう

中町に新御殿の造営が開始され、明治８（1875）年に移転します。そして、

明治 12（1879）年の琉球王国の崩壊を経て、昭和 20（1945）年の沖縄戦により破壊されるまでの間、

当地に存在していました。戦後は一時、引
ひきあげしゃ

揚者たちのバラックが建てられ、のちに首里市役所、首

里バス会社の敷地として使用されましたが、昭和 40（1965）年に琉球政府により敷地が買い取られ、

琉球政府立博物館の建物が新築されました。その後、博物館は昭和 47（1972）年の本土復帰に伴

い沖縄県立博物館に改称され、平成 21（2009）年に解体されるまで存在していました。

県営首里城公園内 中
な か ぐ す く う ど ぅ ん

城御殿跡　

中城御殿跡位置図 平成 28 年度調査箇所（写真下が南）

Data  事 業 名　 首里城公園発掘調査    　　所 在 地  　   那覇市首里大中町１丁目１番地

調査面積     約 130㎡

調査期間    平成 28（2016）年 10 月 12 日～ 11 月 11 日
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トレンチ１　全景（北西から撮影）

　調査の成果

　上之御殿と呼ばれる地区では、平屋の建物を中心に南側には庭園、東側には御
う

嶽
たき

が配置されてい

たとされます。平成 28 年度の調査では、調査区を２か所設置し、庭園と、中城御殿の周縁を囲む

石
せきしょう

牆の遺構を確認するための遺構確認調査を行いました。

　トレンチ１では、平成 27 年度の調査で見つかった庭園遺構の続き西側部分と、庭園遺構につな

がる石列を確認しました。石列は南北の外縁に走る石牆と並行して延びており、サブトレンチにて

堆積状況を確認したところ、中城御殿当時の造成層直上に積まれることが確認できました。これら

のことから、石列は南北の石牆の内側にあたる部分である可能性が考えられます。

　遺物については、庭園遺構の客
きゃくど

土から、瓦、沖縄産、本土産の陶磁器類、釘などの金属製品類な

どが出土しました。

　トレンチ２では重機による掘
くっさく

削を行いましたが、戦後から現代にかけての造成層が堆積しており、

石牆の北側部分を確認することはできませんでした。石牆は、調査箇所より東側に存在する可能性

が考えられます。

　これらの調査成果については今後詳細な整理検討を行い、上之御殿地区の全体像を明らかにする

ための資料としていく予定です。また、平成 29 年度はトレンチ１で検出された石列の延長部分の

調査を行う予定となっています。
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トレンチ１　石
せき

列
れつ

堆積状況（東から撮影）

トレンチ１　石
せき

列
れつ

検出状況（北から撮影）
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　白保竿根田原洞穴遺跡は、新石垣空港建設工事に伴う分布調査により発見された遺跡です。平成

22（2010）年度には工事にかかる範囲において緊急発掘調査を行いました。この調査で出土した人

骨から抽出したコラーゲン（タンパク質）の年代を測定した結果、約 2 万年前とする結果が得られ、

人骨から直接的に年代を測定したものでは国内最古として、関連する学会やマスコミの注目を集め

ました。

　その他、遺跡からは約 2 万年前の旧石器時代から約 500 年前の中
なか

森
もり

期
き

（グスク時代相当）までの

遺物や堆
たい

積
せき

層が確認され、約 2 万年前には石垣島に人類が到達していたことを明らかにするととも

に、洞穴が長期にわたり断続的に利用されてきたことがわかりました。このような重要な成果から、

遺跡の中心部が空港の敷地内に現地保存されることになりました。

　その後、遺跡のより詳細な性格・範囲を確認する目的で、平成 24（2012）年度から平成 28（2016）

年度まで、文化庁の補助を受けて重要遺跡確認調査を行っています。

　平成 28（2016）年度は、6 月末から 7 月初旬の 2 週間にわたり、H4 区に残された人骨の回収お

よび遺跡の 3 次元計測作業を行いました。この期間中には、遺跡周辺において石器として利用でき

る石材の分布を確認する目的で、西表島、小浜島で石器石材調査を行い、石垣市民向けに現地説明

会を開催しました。

　調査にあたっては、出土遺物の分析についての配慮や、出土状況の再検証が可能なように、検出

や記録、取上げ、運搬、分析試料サンプリングに至るまで慎重かつ迅速に行うよう努めました。

　その結果、平成 26（2014）年度から継続して調査を進めている H4 区岩陰内のⅢ E 層（約 2 万 4

千年前 BP）から、約 90 点の人骨片を回収し、人骨の最終的な点数は 1,100 点を越えることがわか

りました。その後、資料整理作業とともに各種分析が進められ、骨の組み合わせによる個体識別か

ら、少なくとも 19 人分の人骨が存在していたと推定され、中でも保存状態がよい人骨は白保 1 号

～ 4 号と名づけられました。

　これらの人骨は、現地調査で出土状況や 3 次元の位置情報を記録しています。その検証から、5 ヶ

所に集中分布することが判明したため、そこから洞穴が人骨を安置した墓であった可能性が考えら

れます。また、人骨の表面には石灰質の付着物やネズミなどの動物がかじった痕が残ることから、

長期間埋められずに地表に露出していたことがわかっており、遺体を埋めずに安置する「風
ふう

葬
そう

」が

行われていたと考えられます。この結果は、旧石器時代の葬
そう

送
そう

の様子が国内で初めて確認された事

例として大々的に報道されました。

　発掘調査はこれでいったん終了し、遺跡は現地保存されることになりますが、洞穴と遺跡の形成、

人骨や動物骨、土器などに関する分析・研究は今後も続けられることになります。

調査主体：沖縄県立埋蔵文化財センター

白
し ら

保
ほ

竿
さ お

根
ね

田
た

原
ば る

洞
ど う

穴
け つ

遺
い

跡
せ き

旧石器時代（後期更新世）～中森期（グスク時代相当）
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白保竿根田原洞穴遺跡の位置

平成 28 年度  調査範囲
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第 1 節　位置と環境の概要

1　地理的環境
白保竿根田原洞穴遺跡が所在する石垣島は、琉球列島の西端に位置する八重山諸島の一離島に属し、沖縄

県で 3 番目に広い面積を有する（第 1 図）。遺跡は島の東海岸に面しており、白保集落の北北東約 5km に
建設された新石垣空港浸透池内の標高 30 ～ 40 m 地点、現在の海岸線から約 800 m の距離に位置してい
る（第 2 図）。

本遺跡は全長約 255m におよぶ鍾乳洞の一角にあり、現在は新石垣空港敷地内に位置する（第 3 図）。白
保地区における洞穴の呼び名は「タカヤマアブ」（沖縄県教育委員会 1980）とされるが、遺跡名とした「竿
根田原」の方音は、石垣市が実施した地名調査によると「ソンタパリ」とされる（石垣市役所総務部市史編
集室 1989、石垣市史編集委員会 1994）。その後、平成 28（2016）年 9 月に実施した白保地区での聞き取
り調査では「ソーネータバル」と称され、洞穴は「タカヤマのアブ」と呼ばれていた（在白保の大泊信健氏
による）。

この「竿根田原」の方音は他にも数種あり、一般名としての絞り込みが困難なことから、本報告では「サ
オネタバル」（角川日本地名大辞典編纂委員会 1986）と称することとする。

新石垣空港の地下には、石灰岩層の溶食
によって形成された東西方向に延びる鍾乳
洞が 5 ヶ所に分布しており、新空港建設
事業に伴う洞穴測量調査では、A ～ E 洞と
称されていた（第 4 図）。この内、今回調
査するに至った洞穴は C 洞としていたが、
遺跡名を付けるにあたり、所在する地名を
取って「白保竿根田原洞穴遺跡」と命名さ
れた。

第 1 図　石垣島の位置 第 2 図　先島諸島と遺跡の位置

第 3 図　新石垣空港と遺跡の位置 第 4 図　洞穴の分布と調査区の位置

白保竿根田原洞穴遺跡

発掘調査地点

遺物包含層の範囲
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第 2節　調査区と層序の概要

1　調査区の設定

平成 22（2010）年度に実施した記録保存調査（以下「第 1 次調査」）時においては、洞穴測量調査時に
「化石ホール」と称された後期更新世人骨採取地点を「調査区Ⅰ」として約 60㎡を調査し、この調査区Ⅰの
下部に分布する洞穴内部を「調査区Ⅱ」として約 160㎡の範囲で調査を実施した。

グリッド設定は遺跡本体部となる調査区Ⅰにしぼって行われた。区画は 2m 四方で北西南東ラインを南東
から A ～ K、北東南西ラインを北東から 1 ～ 9 とし（第 7 図）、平成 24（2012）～平成 28（2016）年度
に実施した確認調査においても同様の調査区を用いて調査を実施した。

第 7図　グリッド設定図

沖縄県立埋蔵文化財センター 2009『嘉良嶽東貝塚・嘉良嶽東方古墓群－新石垣空港予定地内遺跡発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調

査報告書第 50 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『白保竿根田原洞穴遺跡－新石垣空港建設工事に伴う発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書

第 65 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

小島瓔禮（校注）1982『神道大系　神社編 52 沖縄』財団法人神道大系編纂会

牧野清 1981『改訂増補 八重山の明和大津波』牧野清

Foster, L. H. 1965 Geology of Ishigaki-shima Ryukyu-retto, Geology and Palaeontology of Ishigaki-shima, Ryukyu-retto, Geological Survey Professional 

Paper 399-A.

2　層序の概要

遺跡の堆積土は、一見すると色調や土質に変調がなく、土層の境界が不明瞭なことから、発見当初の段階
では洞穴外部からの流れ込みと推測されていた。しかし、調査時に土を削る感触や、土中に含まれる礫や遺
物など混入物の違いにより分層が可能となった。

また、その絶対年代を特定するため、各層から骨や木炭など 100 点近くもの試料から放射性炭素年代測

平成 28 年度 調査範囲

Data    目    的　  重要遺跡範囲確認調査　　　　　　所 在 地  　  石垣市字白保（新石垣空港敷地内）

調査面積    約２㎡

調査期間   平成 28（2016）年 6 月 27 日～ 7 月 8 日
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断面見透し図

H4 区Ⅲ E 層　白保 4 号人骨出土状況　平・断面図
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調査状況 H4 区　4 号人骨が眠る岩陰

白保 1 号～ 4 号人骨

白保１号　　　　　　　　白保２号　　　　　　　  白保３号　　　　　　 　   白保４号

推定身長

158.6 cm
推定身長

164.9 cm
推定身長

163.4 cm
推定身長

165.2 cm

10cm
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図１　藪地洞穴遺跡位置図

藪
や ぶ

地
ち

洞
ど う

穴
け つ

遺跡
調査主体：うるま市教育委員会　　　　　　　　　　　　　　　　

縄文時代～弥生から平安並行期

　はじめに

　藪
や ぶ ち ど う け つ

地洞穴遺跡は、勝
かつ

連
れん

半島の東北側に位置する藪地島にある洞穴遺跡です。昭和 35（1960）年

に國
こく

分
ぶ

直
なお

一
いち

氏、嵩
たけ

元
もと

政
まさ

秀
ひで

氏らによって初めて発掘調査が行われました。その時、約 6,500 年前の爪
つめ

形
がた

文
もん

土器が発見されたほか、貝殻を加工して作った鏃
やじり

などが発見され、沖縄の先史時代を研究する

上で重要な成果が得られました。

　最初の発掘から 50 年以上が過ぎ、遺跡の重要性を改めて確認するために平成 26（2014）年度

から発掘調査を開始しました。今回の調査では、洞穴の入口付近と洞穴内部の発掘調査をしました。

Data    目    的　  試掘調査　　　　　　　　所 在 地  　  うるま市与那城屋慶名東藪地

調査面積    計 23.5㎡（TP1 ＝４㎡、TP ２＝４㎡、TP ３＝ 7.5㎡、TP ４＝４㎡、TP ５＝４㎡）　

調査期間    平成 26（2014）年 11 月～平成 27（2015）年１月 、平成 27（2015）年 ６月～９月

　　　　   平成 28（2016）年６月～９月

勝連半島周辺

※国土地理院「電子国土Web」を使用したものである※国土地理院「電子国土Web」を使用したものである

Google
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図２　藪地洞穴遺跡前景写真

　調査の方法

　調査は平成 26 年度から平成 28 年

度まで行い、洞穴前庭部から洞穴奥部

に計５箇所のトレンチ（ＴＰ１～ＴＰ

５）を設定し発掘しました（図３）。

　発掘は地表面から人力で掘り下げ

ていきました。洞穴奥部のＴＰ３につ

いては、地表面が地下水に含まれる石

灰分が結晶化したフローストーンに

より固く覆われていたため、削
さく

岩
がん

機
き

を

用いて表層を割りながら掘り進めま

した。

　図３　試掘トレンチ位置 概略図
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　調査成果

　調査した５箇所のトレンチのうち、大量の遺物が出土したＴＰ２とＴＰ３の成果について紹介し

ます。

～調査区２（ＴＰ２）の成果～

　洞穴の入口部分の調査区２（ＴＰ２）では、おびただしい量の約 6,500 年前の爪形文土器の破片

が重なり約 10 ｃｍの層となって出土しました。また、同じ層からは局
き ょ く ぶ ま せ い せ き ふ

部磨製石斧が４点まとまっ

て出土し、貝の鏃やイノシシの骨などが土器に混じって出土しました。このような状況は、県内で

事例がなく、どのような目的で土器片やそのほかのモノが集められたのかはわかっていません。今

後、これらの謎を解明するために調査を進めていきます。

図４
遺物（爪形文土器、局
部磨製石斧、貝の鏃）
出土状況

図５
おびただしい量の
爪形文土器の出土状況
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～ 調査区３（ＴＰ３）の成果～

　洞穴の奥にある調査区３（ＴＰ３）では、地表面を覆
おお

っていた固いフローストーンを割って掘り

進めると、なかから土器片や貝殻が多数出土しました。土器は文様が無いものが多いですが、なか

には波
はじょうもん

状文などの文様を持つものもありました。地表下約 70 ～ 80ｃｍの層からは、貝殻やイノシ

シの骨に混ざって土器片も多数出土しました。この層の年代を測定したところ 9,000 年以上前の地

層であることがわかりました。

　このような年代の遺跡は県内には非常に少なく、この頃の生活の様子は全くわかっていません。

今回出土した貝殻や骨、土器を分析することで、当時の人々が何を食べていたのか、どんな道具を

使っていたのかなど生活の様子が少しずつわかってきます。

図６　ＴＰ３遺物出土状況

　おわりに

　今回の調査で、1960 年に行われた調査成果を再確認するとともに、洞穴の入口付近での爪形文

土器が厚く堆
たい

積
せき

する状況や、奥部での土器や貝殻の出土など人の生活の痕
こん

跡
せき

を確認できたことは、

新たな発見となりました。

　当遺跡は、これらの貴重な発見があり、遺跡の重要性から平成 29 年３月 17 日にうるま市の指定

史跡になりました。

ハイガイ・イノシシの骨

波状文土器ハイガイ・石器？・イノシシの骨
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ツヅピスキアブ
調査主体：宮古島市教育委員会　　　　　　　　　　　　　　　　

旧石器時代（後期更新世）～近世

Data    目    的　　確認調査  　　                　所 在 地  　  宮古島市平良字下里嶺原 1068 番地　

調査面積   　18㎡　　　　             　   調査期間   平成 21（ 2009）年 ～ 平成 26（2014）年

　ツヅピスキアブの発掘調査では、約 10,000 ～ 20,000 年前の層 ( Ⅳ -1・2 層 ) と、約 24,000 年前の層 ( Ⅳ

-3 層 ) で人の生活の痕跡が確認されました。約 10,000 ～ 20,000 年前の層からは、イノシシの骨が

多く出土し、シカ、ネズミ、コウモリなどの動物骨とともにチャート製の石器や人骨も出土してい

ます。また、約 24,000 年前の層からも人が使用したと考えられる炭化物がまとまって検出される面

があり、これらの時代に宮古島には人が存在していたことが明らかになってきました。

約 24,000 年前の炭化物の検出状況
棒の立っている場所が炭化物の出土位置を示
します。

発掘作業風景

発掘作業風景

土層堆積（●の地層は約 10,000 ～ 20,000
年前、◆の地層は約 24,000 年前）



31

石器出土状況

石器２出土状況

イノシシの切歯 チャートの円礫

動物骨出土状況
出土した動物骨は、歯が多く、骨の出土は少量でした。

遺物出土状況
遺物の出土した場所に竹串をさしています。

Ⅳ -1・2 層（10,000 ～ 20,000 年前）の発掘状況
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▲ 石 器
1 ～ 3 は、チャートとよばれる岩石で、人為的に打
ち割った加工がみてとれます。4 は、砂岩と呼ばれ
る岩石で、磨り石として使用されています。

チャートの円礫

▲  

人的な加工は見られないものの、チャー
トの円礫が多く出土しています。

▲ シカ骨
シカ骨の出土量は少ないが、大型でミヤコノロジカと考えら
れます。

▲ イノシシ骨
イノシシ骨の出土の大部分は歯で、骨の出土は非常に限ら
れていました。

▲  人骨
2 点の人骨。
1 は前歯に近い部分の
歯（ 上

じょうがくしょうきゅうし
顎 小 臼 歯 ） で、

2 は奥歯（上顎大臼歯）
になります。

１

１ 2 3 4

２

▲小型動物（コウモリ）の骨
１～ 3：オオコウモリ属、４～５：キクガシラコウモ
リ属、６～ 11：カグラコウモリ属
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Data    目    的　   脆
ぜいじゃく

弱な出土遺物の保存処理               点    数        38 点

調査期間     平成 28（2016）年７月 27 日～平成 29（2017）年３月 31 日

県内出土遺物保存処理

　はじめに

　沖縄県立埋蔵文化財センターの発掘調査で出土した遺物の中には、金属製品や木製品、石造物な

ど時間とともに劣
れっ

化
か

していく材質のものが含まれます。この事業では、これらの遺物について長期

的な保存や公開等に利活用するため、化学処理を行っています。

　対象資料と成果

　平成 28 年度は、首
しゅりじょうあとせいでん

里城跡正殿地区から出土した青銅製品・鉄製品のうち、38 点の保存処理を実

施しました。化学処理には専用の高額な機材や薬品が必要なため、専門とする業者に委託しました。

　専門的なクリーニングと化学的な保存処理を行ったことで、耐
たいきゅうせい

久性が増し、長期的な保存や積極

的な利活用ができるようになりました。

処 理 前 　 処 理 後

調査主体：沖縄県立埋蔵文化財センター

グスク時代～近代

鉄製 兜
かぶとばち

鉢

梵
ぼんしょう

鐘

4
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①Ｘ線 透過撮影

②クリーニング

④樹
じ ゅ し が ん し ん

脂含浸

⑥樹脂塗
と

布
ふ

③安定化・脱
だつ

塩
えん

処理

⑤含浸後の乾燥

保存処理の作業工程
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ツ
ヅ
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ア
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宮
古
島
市
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無

 土
 器

 期

日
本

中
国

時 代 区 分

※ １ ※ ２ 沖 縄 の 様 相 日 本 ・ 中 国 の 様 相今 回 対 象 と な る

遺 跡 と そ の 時 代

丘 陵 上 で 生 活 す る よ う に な る

鉄 な ど の 弥 生 文 物 が 流 入

貝 交 易 の 盛 期

シ ャ コ ガ イ 斧 が つ く ら れ る

先 島 無 土 器 時 代

海 岸 砂 丘 上 に 集 落 を 形 成

丘 陵 上 に 集 落 を 形 成

貝 ・ 骨 製 の 装 飾 品 が 作 ら れ る

市 来 式 土 器 が 入 る

土 器 の 個 性 化 が 始 ま る

曽 畑 式 土 器 が 入 る

局 部 磨 製 石 斧 を 使 用

港 川 人 が 現 れ る

山 下 洞 人 が 現 れ る
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首 里 城 跡 な ど が 世 界 遺 産 に 登 録

首 里 城 正 殿 が 復 元 さ れ る

日 本 復 帰

沖 縄 戦

首 里 城 の 解 体 修 理 が 行 わ れ る

琉 球 処 分

識 名 園 の 創 設

首 里 城 が 失 火 に よ り 炎 上

壺 屋 へ の 窯 場 統 合

首 里 城 が 失 火 に よ り 炎 上

一 六 ら 朝 鮮 陶 工 来 琉

島 津 に よ る 琉 球 侵 略

守 礼 門 が 建 て ら れ る

オ ヤ ケ ア カ ハ チ の 乱 が 起 こ る

尚 真 が 即 位

阿 麻 和 利 の 乱

支 魯 ・ 布 里 の 乱 に よ り 首 里 城 焼 失

尚 巴 志 に よ る 沖 縄 本 島 の 統 一

察 度 が 明 に 入 貢 す る

こ の こ ろ 首 里 城 成 立 か

各 地 に 大 型 グ ス ク が 現 れ る

舜 天 即 位 と 伝 わ る

陶 磁 器 ・ 石 鍋 ・ カ ム イ 焼 の 流 通

農 耕 が 広 ま る

　 　
土 器 が 無 文 化 す る よ う に な る

鑑 真 ら 阿 児 奈 波 島 に 漂 着

信 覚 ・ 球 美 人 ら が 帰 朝 す る

こ の こ ろ 開 元 通 宝 が 入 る
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発掘調査のきっかけ（契機）とは
　

　

　一概に発掘調査といっても、そのきっかけ（契機）や原因がいくつかあります。そ

もそも、遺跡などの発掘調査は考古学的な手法を用いておこなうわけですが、それに

よって過去の人たちの生活や行動を復元し、当時の歴史や文化を明らかにしていくこ

とを目的にしています。

　発掘調査は、大きく「学術調査」と「行政調査」のふたつに分けることができます。

　「学術調査」とは、大学の考古学研究室などの研究機関がおこなう発掘調査で、学

術的な目的意識（研究テーマ）を持って取り組まれます。

　一方、「行政調査」とは、行政機関（教育委員会など）がおこなう発掘調査で、そ

の契機や原因によって大きく３つに分けることができます。

　まず、遺跡（埋蔵文化財）の適切な保護を目的とし、その所在・内容等を把握する

ための調査があります。

　次に、保存・活用のための発掘調査があります。重要な遺跡の評価をおこなうため

の調査や、史跡指定された遺跡の整備・活用のために行われる調査も含まれます。

　最後に、記録保存のための調査があります。この調査は、開発側との調整によって、

現地保存ができなくなる遺跡について、開発に先立ち発掘調査をおこなうものです。

この調査によって得られた記録類は、消滅した遺跡に代わって、遺跡の内容を後世に

伝えるものとなります。

　このように、発掘調査にも様々なケースがありますが、いずれの場合も遺跡にメス

を入れることには変わりがありません。発掘調査がおこなわれた遺跡は二度と元に戻

らないわけですから、より慎重な発掘調査をおこなう必要があります。

　現在、県内では当センターや市町村教育委員会、大学の考古学研究室などが実施し

ている発掘調査が毎年数十件ありますので、機会があれば発掘調査現場に足を運んで

みてください。

県内の発掘調査情報に関しては発掘調査を実施している市町村教育委員会、

若しくは以下にお問い合わせください

○沖縄県教育庁文化財課　記念物班　埋蔵文化財担当　　TEL 098-866-2731
○沖縄県立埋蔵文化財センター　調査班　　　　　　　　TEL 098-835-8752
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沖 縄 県 立 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

沖縄県立埋蔵文化財センター
〒903- 0125  沖縄県中頭郡西原町字上原193-7　  TEL：098-835-8751

【開所時間】午前 9 時～午後 5 時（入所は午後 4 時 30 分まで）
【休  所  日】月曜日、国民の祝日（こどもの日、文化の日は開所）、年末年始    ※月曜が祝日の際は翌火曜も休所

発掘調査速報 2017

次回の催し

  会 場：当センター研修室 　
  定 員：各 140 名　　予約不要　参加無料予約不要　参加無料

  2017 年 8月 5日㊏ 13：30 ～　
●  西普天間住宅地区〔宜野湾市〕
●  真珠道跡〔那覇市〕　
●  大嶺村跡〔那覇市〕
●  円覚寺跡〔那覇市〕　
●  中城御殿跡（旧県立博物館）〔那覇市〕

  2017 年 8月 12日㊏ 13：30 ～
●  白保竿根田原洞穴遺跡〔石垣市〕
●  藪地洞穴遺跡〔うるま市〕　
●  ツヅピスキアブ〔宮古島市〕

2017 年10月 24日㊋ ～11月 26日 ㊐

  2018 年 2月 20日㊋ ～ 5月13日㊐

沖縄の先史時代展（仮）

首里城京の内跡出土品展   

関連文化講座のご案内
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